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し七おくのゼある．筆者の試作装置では舌片の周園は舌

片と同じく金メッ卑を施した薄板でかこみ，舌片と共に

電位差計につなぐと共に，野向電極Bは長さ5cmくら

いの細い柱で箱の底から立てることなどによつてこの種

のトラブルを避けている．

IV．む　す　び

・上に述べた試作装置は，有り合わせのマグネティヅク

　スピーカーの磁石や振動桿を用いて手製したものに過ぎ

’ず，構造はもつと簡軍で使い易いものに改良できると思

　われるが，この程度のものでも口的によつては充分役立

　つ・筆者はこれを用いて目下金陽の軍極電位の直接測定

を試みている．さきに練習實験としていろいろの金慶相

互間の接鯛電位差を測定してみたところ，大氣中のため

　再現性は悪いが，だいたい從來の測定値に近い値が得ら

・れた・一方もつと簡軍な構造のものを箕室中に入れる準
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v備も進めている．電櫨配置の理論的考察1ま上記の程度で・

　定性的にはi謎されたものと考える．

　　稿を結ぶに際し，絡始親切な御指淳を賜わつた本研・

熊谷寛夫激授，及び舌片用燐青銅を供與された理工研・’

村川禁激授に深い感謝の意を表すると共に，熱心に協力・

　された東大二工・物理工學科學生村田一，小林寛柿井

　俊一郎，辻泰め四君の勢を心から謝する次第である・

　（1949・10・24）
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より求まる．

　Eは任意の組成のスラッグの揚合の起電力；Eoは

FeO　100％の場合の起電力；Rは氣髄恒敷Fはファ

ラヂー常敷；Tは絶封灘度・

　結果をまとめて圓に示す．これから庫ちにSio2の

活量及び》・ろ）・うな微分分子量（Partial　Molal　Qua・

　　　　　　　　　　　　　　　　ntities）が計算
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■躍置回辮成分の活量の計算

　　　　　　　　　松下幸雄・坂上六郎（冶金）

　すでに報告したように，熔融スラッグ中におけるそ

の構成分の活量を求めるためにFeO－Si（）2ご元素をと

り，電極としてFe－Sic封を選んでその反磨起電力を

測定したが，これから活量を計算する驚めにはまず起

電購式を考えなければならぬ．この揚合，（1）F・二Sic

電極封に封しては，Sio2が反磨にきいてこないこと・

（2）Sic（十）極にFeとSiの不均一な合金が附着す．

るこ．と．（3＞FeO　100％の場合の起電力は14pO℃で

200mV，・・，14SOeCで220mVであるが・これから計算

した遊離エネルギー・一の愛化の値と反磨式に從來の熱化

學データを適用し℃計算した遊離エネルギーの愛化の

値とが，一致しなければならぬこと等を考慮して次の

反磨式を得た．
　　㊥　SiC十4Fe2＋十〇2－十6e・＝4Fe十Si十CO．．＿．（1）

　　θ一3F・＋30・一一・：3F・0＋6・…・一…………・…（2）

合計SiC＋4F・0（P・・e）＝F・＋Si＋CO＋3F・0（P・・e）（3）

及びSiC十4FeO（solution）＝Fe十Si十CO十3FeO
　　　（，plUti・n）＿．＿．．．．．．．＿＿…………………・（3）

　　∴SiC＋F・・（（pure）SQIILltion）－F・＋Si＋C・n・6（4）

　ここで括弧内のpureは純粋なFeO，　solutionは二

元スラッグ中のFeOを意味する・

　この式から結局FeOの活量aFeOは
　　　　EE。＝瑚6Fln・F。0……・・……・・e…（5）
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できる．

　さらにFeO・

Sio2熔融スラ・

ツグの構追につ

いて電定量的な

取扱いができグ

H．Schenckの
V、わゆる‘‘i遊離i

成分”を検討で

きるわけだが，

詳繍追つて報
告する・

　（1949と12・5」）
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